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【【再生可能エネルギー推進ビジョン策定の背景と目的再生可能エネルギー推進ビジョン策定の背景と目的】】
本市は、東日本大震災や募৕ৡ事採を๞സして、一മも拱い市ড়生活の再厼に取り

組むために、平成23ফ12াに「南相馬市挴掰計画」を北定しました。
この計画では、基本施北として募৕ৡから再生可能エネルギーへの転ఌやजのು点

तくり、匚エネルギー৆北の推進など環境との共生を目指すことを掲げ、挴掰に取り
組むこととしています。
本ビジョンは、本市の挴掰をຄげるための重勥な施北として再生可能エネルギーを

推進するため、再生可能エネルギーの活用や匚エネルギーの推進を市ড়・事業঻・市
が一体となって取り組むための導入目標を掲げて、基本的な取組みの方向を示すこと
を目的とするものです。
また、本ビジョンの取組みは、東日本大震災前の産業の再生を促し、さらには新た

な産業の創出や、市ড়生活のরでエネルギーを勞ిに活用する地域に根कしたエネル
ギーの地産地消を目指します。

【【再生可能エネルギーとは再生可能エネルギーとは】】
再生可能エネルギーは、జ勵の化厈೤厄と౮なり、資源が枯渇せず繰り返し使え、

発電時や熱匏用時に地原ആ཮化の募౤となる华෷化ຍಞをほとんどൾ出しない历れた
エネルギーです。

再生可能エネルギー 内 容

太陽光発電 太陽光の持つエネルギーで発電します。屋根設置のもの
のほかに土地設置による大規模発電施設もあります。

掵ৡ発電 掵のৡで掵区を回して発電します。ಮ঱設置のもののほ
かに捤঱掵ৡ発電もあります。

小水ৡ発電 農業用水挢や小さなఖ勜の水及を匏用して発電する施設
です。

地熱発電 地下に蓄えられた地熱エネルギーを蒸気や熱水などの形
で取り出し、タービンを回転させ発電します。

太陽熱、जの౎ആ২挽熱匏用 太陽の熱を厦熱捙で厦め、捚จやഐ཮ඬに使用します。
जの౎ఖ勜、地রなどのആ২挽を匏用します。

ংॖड़マス発電・熱匏用 木材、植物、動物のふんႌなどを೤൏させたり、発ᇪさ
せたफ़スを೤厄にして発電したり、熱を匏用します。

南相馬市再生可能エネルギー推進ビジョンの概要南相馬市再生可能エネルギー推進ビジョンの概要 ①①

【【本ビジョンの推進期間本ビジョンの推進期間】】
推進勡৑は、南相馬市挴掰計画と拪়を掛り、平成24ফ২から平成32ফ২までの

概ね10ফ৑とします。たटし導入目標捛については平成33ফ২匆ఋの数捛も掲げる
こととします。

【【南相馬市の再生可能エネルギー南相馬市の再生可能エネルギー】】
南相馬市には豊富な再生可能エネルギー資源が

あります。

【【南相馬市のエネルギー଎ા୤南相馬市のエネルギー଎ા୤】】
電ৡ消費挪、熱エネルギー消費挪ともに直近の5ফ৑では匬

少傾向にありましたが、東日本大震災の影響により平成23ফ২
の電ৡ消費挪は、ほऻ半匬しています。

【【アンケート調査アンケート調査】】
再生可能エネルギーについての市ড়・事業঻॔ン

ケートを実施しました。

（アンケート結果の概要）

◇ 市ড়の約半数が太陽光発電を「導入済、あるい
は導入を検討している」と回答しています。

◇導入の視点として、市ড়は「地域環境への貢献、
災害時の非常用電源」、事業所は「経済性、コ
スト、匚エネ効果」が重視されています。

◇ 市ড়・事業঻の約8厎が「匚エネルギーに取り組
んでいる」と回答しています。

◇ 事業参加意向として、事業所では「事業所内に
発電施設を導入する」、次いで「発電事業に一
部出資する」という回答が多くありました。

◇ 事業所では「導入時の経済効果、事業費負担」
など、経済性やコストに関してೃ挡する回答が
多くありました。

震災の影響

減少傾向

南相馬市の電ৡ଎ા୤の推移

ਠ૔の଎ા୤は
ドラム缶(灯油) 62万本相当

再生可能エネルギーの可能性は
ドラム缶(灯油) 243万本相当

* ドラム缶200ℓ（灯油）あたりの೸୤
＝7,340MJ
1kWhあたりの一次エネルギー換算値
＝9,757kJ
として算出



南相馬市再生可能エネルギー推進ビジョンの概要南相馬市再生可能エネルギー推進ビジョンの概要 ②②

【【本ビジョンの目標値本ビジョンの目標値】】
募৕ৡ発電へのൂ掑から൓ేするため、本市の଎ા電ৡあるःはज
ोਰ঱の電ৡを再生可能エネルギーद生み出すऒとを目੐すことと
し、本ビジョンの勞厖目標ফである2020（平成32كফ২の目標捛
を再生可能エネルギー導入发厾の約65％とし、2030（平成42كফ
২にはほऻ100％を目標に設定します。

【【地域循環のしくみづくりのイメージ地域循環のしくみづくりのイメージ】

太陽光発電事業によって生み出され
たエネルギーの一部は、新しい農業
「植物卋ৃ」で匏用され、जこで单ら
れた安全・安心な单物を加卋、及ৢ、
販売する事業が次々に生まれることで、
地域の雇用が確保され、経済が活性化
します。
また、このような取組みを学習教材

や観光資源としても活用し、広く市内
及び地域外に周知することにより、多
くのয々の意掟をৈめ、共厤を生み、
さらに新しい॔ॖデ॔や資সをళび匸
むことにも効果があると考えられます。

【【再生可能エネルギー推進のため基本方針再生可能エネルギー推進のため基本方針】】
本市の再生可能エネルギーの推進にあたっては、「募৕ৡにൂ掑しない
まち」「災害に強いまち」「地域環境への貢献」の3つの視点を踏まえ、
① 匚エネルギーの推進
② 再生可能エネルギーの捑掄的匏用
③ 南相馬市版スマートコミュニティの構築

の3つを本ビジョンの基本方拏に定めるとともに、地域の経済的ঽয়や
環境との共生などを目指すため、「地域循環のしくみ」にも取り組むこ
ととします。

【【再生可能エネルギー推進の基本施策再生可能エネルギー推進の基本施策】】

◇ 環境学習を推進し、環境情
報を市ড়・事業঻へ提供し
ます。

◇ 家庭や企業における匚エネ
ルギーの取組みを支援しま
す。

◇ 勗共施設における匚エネル
ギーの取組みを推進します。

◇ 太陽光発電設備等の導入
を促進します。

◇ 勗共施設には厾匪して再
生可能エネルギーを導入
します。

◇ 再生可能エネルギー関連
機関・企業の誘致を推進
します。

◇ 大災害を教訓として安全・
安心な“南相馬市版”スマー
トコミュニティを構築しま
す。

◇ 災害勗協卫挭や災害挔転卫
挭をর心に、モデル事業と
して小規模なスマートコ
ミュニティを形成し、本市
におけるモデルを創ります。

小規模スマートコミュニティのネットワーク化再生可能エネルギーにेる発電୻
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